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研究成果の概要（和文）： 医療技術の開発／応用とジェンダーの関係を検討するために日本、

韓国、アメリカ等での遺伝子技術、生殖技術、再生医療研究の患者／利用者、研究者への聞き

取り調査を実施し、さらにインド、中国などの情報を収集した。そこから医療技術の開発／応

用にジェンダー役割が無批判に受容され、それが技術を要請する根拠になることを示した。そ

の上で新しい医療技術の規制を考える際にジェンダーの視点の必要性を指摘した。 

 

研究成果の概要（英文）：This study examines how gender bias affected the development 

of medical technologies concerning genetics, reproduction, and regenerative medicine. 

We conducted interviews with researchers and patients/users of these medical 

technologies in Japan, Korea, and the U.S.A., as well as secondary research regarding 

the situation of women and medical technologies in India, China, and other 

countries.We argue that many experts and users of these technologies agree with 

gender role of women, and this perspective reinforces the perceived necessity of these 

medical technologies.  We conclude that gender bias influences the direction of 

technology development, and we point out the necessity of considering gender in 

thinking about the regulation of new medical technologies.  
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１． 研究開始当初の背景 

（１） 検査や治療技術の開発を含む人間

の遺伝子、卵子や胚、死亡胎児の研究利用や

治療は、国や国の医療専門家の職能団体など

が規制主体となっている。ところが、グロー

バル化した社会では、遺伝子や精子・卵子等
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の生体試料を求めて人が国境を越えたり、試

料が国際的に取り引きされる。この研究では、

東アジアを中心に、欧米やインドなどの遺伝

子・卵子・胎児をめぐる医療技術の開発・応

用の状況を比較検討し、そのジェンダー分析

をする。 

（２） 本研究は、法律や指針などの技術や

研究を規制する制度だけではなく、技術に期

待する患者やその家族、研究者などに聞き取

り調査を実施し、ミクロな言説に焦点をあて、

社会関係や背景にある文化を考慮しながら、

仮説実証型の研究をする必要がある。このよ

うな研究はＳＴＳや生命倫理学の分野にお

いて関心をもたれているが、調査研究は少な

い。科学・医療技術とジェンダーに関わる理

論を打ち立てる際の基礎資料となる。 

 

２． 研究の目的 

（１）医療技術の開発／応用は科学的合理性

や経済的要因など以外に、文化・社会的なさ

まざまな要因が影響を及ぼすことをジェン

ダーの視点から明らかにする。具体的には、

遺伝子・卵子（胚を含む）・胎児への視線が

いかに医療技術の開発／応用と相互に影響

しあっているか、それによって社会がいかに

変容しているかについて検討する。 

（２）医療が身体に注いできたまなざしと医

療技術の開発・改良の方向性を定める要因と

の関係を質的データから分析・検討すること

によって、医療技術の開発／応用とジェンダ

ーの関係についての仮説を提示する。 

（３）自然科学・技術のジェンダー分析に

関する研究は、科学・技術・医療を研究対

象とする社会学や人類学、STS研究、生命倫

理学などにおいて業績が蓄積されつつある

が、日本では研究者の数も研究論文の本数

も非常に少ないため、学会発表、論文執筆、

書籍執筆等を行うことによりこの研究領域

の意義について周知する。 

 

３．研究の方法 

（１）定例研究会やセミナーにおける報告と

議論 

この主題にあうメンバーそれぞれの調査

結果を報告し議論を深めた。プロジェクトメ

ンバーに加えてゲストスピーカーを含めて、

①臍帯血を用いた英米圏の再生医療研究・治

療とジェンダーについて、②インドの遺伝子

検査と胎児の性別判定と産み分け、中絶につ

いて、③インドの生殖補助医療、とくに代理

出産について、④日本の再生医療研究と生命

倫理について、⑤韓国の生殖医療の規制につ

いて、⑥フランスの代理出産の規制について、

⑦中国の再生医療や生殖補助医療について

⑧台湾の出生前検査をめぐる状況、⑨イギリ

スの出生前検査技術の歴史、⑩アメリカの生

殖補助医療とジェンダー、⑪オランダでの

「オランダ人」概念の検討と遺伝学等のテー

マでミナーを実施し、活発に議論した。 

（２）調査の実施 

①研究代表者の柘植は 2011 年 3月に実施

したアメリカ合衆国コロラド州における提

供卵子による生殖補助医療技術で子どもを

得たカップル等へのインタビュー結果を実

施した。また③の共同調査を実施した。 

②研究分担者の武藤は新しい遺伝子検査

技術である「非侵襲的親子鑑定」の登場がジ

ェンダーといかにかかわるかについて検討

してきた。また、原子力災害に関する放射線

の影響について不安等についてのジェンダ

ーについて検討した。 

③連携研究者の洪は韓国における再生医

療研究、生殖補助技術研究がいかに実施され、

応用されているか、国や医療専門家集団はい

かにそれを規制したり研究を促進している

かのフィールドワークを実施した。 

④研究代表者の柘植と研究協力者の岩江、

粥川、小門、八代、渡部は日本の再生医療研

究者の研究資源となる卵子・胚、胎児等への

視線、ジェンダー観、生命倫理観について合

同で聴き取り調査を実施した。 

 

４．研究成果 

（１）定例の研究会やセミクローズドのセミ

ナーを続けてきたことによって、本プロジェ

クト参加者の学会発表や研究論文執筆を促

すことになり、研究協力者も含めて質量共に

厚い研究成果が得られた。また 2010（H22）

年 8 月に東京で開催されたＳＴＳ（Social 

Studies of Science）学会の国際会議において

台湾、韓国、アメリカからの参加者とＳＴＳ

とジェンダーに関する合同セッションを企

画・実施し、議論と交流を深めた。 

（２）調査結果と今後の課題 

①アメリカにおける提供卵子によって子

どもを得る医療技術に関わった人たちへの

聞き取り調査からは、親子のつながりと「遺

伝」「血縁」に関する概念が意識する／しな



 

 

いに関わらず、自分たちが納得がいくように

説明がなされること、「遺伝病」や「体質」

についての情報が不足していることへの不

安は共通して見られるが、不安の程度は「遺

伝」についての知識があるほうが大きい傾向

にあった。ただし、それが知識量だけなのか

について少数事例からの結果であるために

今後さらなる検討が必要である。 

②韓国における再生医療研究における卵

子提供についての女性の意識・態度について、

女性として子どもや病気・障がいの人をケア

をする役割と再生医療研究の資源としての

卵子・胚の提供とがつながっていることが示

唆できたが、日本やアメリカで、それぞれ研

究への卵子提供をしても良いとした人の理

由との違いが見られた。韓国や日本では関係

性や同情・共感から、アメリカでは同情や共

感、関係性も影響するが、卵子や胚の「客観

的な評価」、「提供するという行為への評価」

が影響していることが指摘できる。ただし、

それぞれが少数事例や非当事者への調査か

らの結果のため、今後の検討が必要である。 

③再生医療研究に従事する科学者・医師、

研究への卵子や胚の提供にかかわる医師へ

の聞き取り調査からは、科学者や医師が強調

する「倫理」が技術の安全性、成功率、イン

フォームド・コンセント等に偏る傾向にある

ことが把握できた。また、女性研究者が再生

医療研究の資源として自分の卵子を提供し

た韓国で生じたファン・ウソック事件の 2 事

例についての意見は二分された。事例が少な

いため、今後、調査を続け、「先端医療技術

とジェンダー」についての検討を深めていく。 

④遺伝子検査が市場化してきたことによ

って医療の枠組みからはずれた検査が可能

になっている。そのような状況でジェンダー

がいかに作用するかについては今後の検討

が必要である。 
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